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サッシ申請要領書
1． 目的                                                                     
この要領書は「WindEye審査登録規程」に基づき、窓のサイズ別に対応した「WindEye」へ窓の総合熱性能を公表するためにリビングアメニティ協会へデータ登録申請を行なう際の申請要領をまとめたものである。

WindEyeへのデータ登録申請者はこの要領に従って手続きを行うこととする。提出する申請図書は全てＡ４判で作成する。

なお、審査、登録等に関する全般的事項については、「WindEye審査登録規程」に定められているので、ご参照ください。（「WindEye審査登録規程」はリビングアメニティ協会ホームページに掲載）
２．申請可能商品の種類と開閉形式、仕様及び納まり
＜申請可能窓種一覧表（抜粋）＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              表－１
	
	階層① 種類
	階層② 開閉形式
	階層③ 仕様
	階層④
納まり１
	階層⑤
納まり２
	階層⑥
納まり３

	窓関係（サッシ）
	引き形式のサッシ

※二重窓は内窓のみの登録


	引違い（単体）
	１枚引き

２枚引き

３枚引き

４枚引き

欄間付２枚引き

欄間付４枚引き

３枚引き（３本レール）

片引き込み
	マド

テラス
	木造用

（マド用）

半外付け/２×４

外付け

－

（テラス用）

半外付け

２×４

２×４単純段差

外付け

－
	木造用

アングル

付/無

－



	
	
	引違い（雨戸付）
	
	
	
	

	
	
	引違い（面格子付）
	
	
	
	

	
	
	引違い（シャッター付）
	
	
	
	

	
	
	引違い（二重窓）
	
	
	
	

	
	
	片引き
	
	
	
	

	
	
	両袖片引き
	
	
	
	

	
	
	両引き分け
	
	
	
	

	
	
	自由片引き
	
	
	
	

	
	開き形式のサッシ
	縦すべり出し/開き
	カムラッチ

グレモン

オペレータ

高所用
	
	
	

	
	
	両縦すべり出し/開き
	
	
	非木造用

ＲＣ

ＡＬＣ

同面（面一）

鉄骨半外付

鉄骨外付

－
	非木造用

アングル無

アングル付

三方チリ15mm/

四方チリ15mm

－

	
	
	横すべり出し
	
	
	
	

	
	
	突き出し
	
	
	
	

	
	
	内倒し
	
	
	
	

	
	
	外倒し
	
	
	
	

	
	
	テラスドア
	
	
	
	

	
	
	開き（二重窓）
	
	
	
	

	
	
	ドレーキップ
	
	
	
	

	
	
	縦軸回転
	
	
	
	

	
	上げ下げ形式のサッシ
	片上げ下げ
	
	
	
	

	
	
	両上げ下げ
	
	
	
	

	
	
	面格子付片上げ下げ
	
	
	
	

	
	
	面格子付両上げ下げ
	
	
	
	

	
	オーニング形式
	オーニング窓
	
	
	
	

	
	折りたたみ形式
	折りたたみ窓
	
	
	
	

	
	ＦＩＸ形式
	ＦＩＸ窓
	巾木無
	
	
	

	
	
	
	巾木付
	
	
	

	
	
	ＦＩＸ窓（二重）
	
	
	
	

	
	框ドア（勝手口ドア）

      (勝手口引戸)
	ガラスドア
	カムラッチ
グレモン
	
	
	

	
	
	上げ下げ内蔵
	
	
	
	

	
	
	中桟付
	
	
	
	


※階層⑥までで表現できない窓種は仕様IDで区別すること

※この他にも様々な窓種を登録申請できます。申請可能窓種の詳細はHPのIDリストを参照してください
· 計算条件

サッシ枠については、2次元定常伝熱解析プログラム「TB2D/BEM」を用いて、以下の条件で計算されたものを提出ください。

はじめて「TB2D/BEM」を利用する場合は講習会を受講していただきます。講習会は定期的に開催しますので、受講希望の場合はALIA事務局までお問合せください。

【環境条件】

	
	室外側
	室内側

	表面熱伝達抵抗※１）
（㎡ｋ/Ｗ）
	一般部
	0.04
	0.13

	
	隅角部
	0.04
	0.20 

	温度　（℃）
	0
	20


【各種材料の熱伝導率※２）】

	材料名
	熱伝導率

（W/ｍｋ）

	アルミ
	160

	樹脂（PVC）
	0.17

	校正パネル
	0.035

	スチール
	50

	軟質PVC
	0.14

	ポリアミド
	0.25

	EPDM
	0.25

	ソフト ウッド
	0.13

	シリコン（低密度）
	0.12

	シリコン（中密度）
	0.17


※1）室内外の表面熱伝達抵抗はJIS A 2102-2:2011 付属書Bを参照しています。

※2）各種材料の熱伝導率はJIS A 2102-2:2011 付属書Aを参照しています。ここに記載のないものは、付属書に掲載されている値を用いて計算してください。その場合は、WindEye申請時にその理由を示した文書を添付してください。（詳細は、P.11「１１． サッシ構造・仕様説明図の作成要領(10)」を参照）
窓のサイズ別熱貫流率を算出するにあたり、フレーム計算モデルはJIS A 2102-2:2011 付属書C.1を参照しています。また、線熱貫流率はJIS A 2102-1付属書Eの簡易計算値を採用しています。そのため、モデルは校正パネルモデルのみの作成となります。

３．登録申請フロー

登録申請フローを下図に示す。
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[image: image7.emf]様式　７

申請月日 申請Ｎｏ

※申請Noは事務局記入

申請会社

申請者

申請内容

シリーズ名 公開・非公開 新規・追加変更 窓種（階層①～⑥） 構成タイプ数 申請断面数 （再申請断面数）

小計

非断熱PG 公・非 新・追変

引き形式窓引き違い窓（単体）2枚引きマド半外付け/２×４枠アングル付

6 15 15

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変

公・非 新・追変



2011年11月10日

○○○　株式会社

○○　二郎



WindEye　フレーム登録申請明細表

商品シリーズ名称の変更等、まとまった

内容がある場合、記載願います。

それ以外は記載しなくてもかまいません。
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フレーム登録申請・受付総括表 様式6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社名登録・覚書 様式3 ○

変更届出書類 様式4 ○

全データ取消申請書 様式2 ○

データ登録申請書

（新規、追加、変更、更新、取消）

様式1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

WindEyeフレーム登録申請明細表 様式7 ○ ○ △ △ ○

情報変更・更新明細表 様式8 △ ○ ○ ○ ○ ○

構造･仕様説明図 様式10 ○ ○ △ △

材質設定説明書 △ △ △

計算依頼書 様式5 △ △ △

登録用窓種別性能データ（.xls） 様式9 ○ ○ △ △

計算モデル・結果データ

（ .datもしくは.txt，.plt，.out，.csv ）

○ ○ △

1/1部材断面（モデル化前）（.pdf） ○ ○ △ △

構造・仕様説明図（.pdf） 様式10 ○ ○ △ △

web公開用図面（.pdf） ○ ○ △ △

申請区分

印

刷

書

類

で

提

出

会社単位 商品（サッシの場合は窓種）単位

デ

ー

タ

で

提

出

作成申請書

[image: image10.emf]TOPフォルダ シリーズ名フォルダ 階層①フォルダ

窓種フォルダ

(階層①～⑥-仕様ID)

書類別フォルダ 提出データ

構造・仕様説明図

（構造・仕様説明図

番号.pdf）

モデル化前

１／１断面図

（断面タイプ名

断面データ

010101010101-00

引違い窓2枚建マド

010101010102-00

引違い窓2枚建テラス

010103010101-00

引違い窓4枚建マド

010103010102-00

引違い窓4枚建テラス

010103010101-00

引違い窓4枚建マド

010103010102-00

引違い窓4枚建テラス

web公開用図面

(00-SWS-002.pdf)

登録用窓種別

性能データ　　　(00-

010101010101.xls)

01 引き形式窓

02 開き形式窓

03 上げ下げ形式窓

○○○

△△△

□□□

WindEye申請図書

登録データ

各断面解析データ

(断面タイプ名

(A).txt)

断面タイプ名

（Ａ）

断面タイプ名

（Ｂ）

断面タイプ名

（Ｃ）

[image: image11.emf]様式９C

断面TypeDB　様式９C

断面タイプ 見付寸法 Ｕｆ値 伝熱開口補正寸法 mw a 外部露出長さ

[m] [W/(m2･K)] [m] [m] [m] [m]

5WSA2_1 0.075000 10.0318 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSA2_2 0.075000 3.2299 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSA2_3 0.081000 7.4945 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSA2_4 0.081000 2.4881 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSA2_5 0.056500 5.7753 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSA2_6 0.056500 4.1414 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSA2_7 0.031000 7.2876 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSB2_7 0.031000 7.6764 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_1 0.083000 9.7244 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_2 0.083000 3.2029 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_3 0.130000 9.9941 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_4 0.130000 6.1859 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_5 0.071500 6.2458 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_6 0.071500 4.5409 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

5WSC2_7 0.045000 7.6979 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000


４．登録申込先

登録申込先は下記とする。

　　登録申込先　　　（一社）リビングアメニティ協会　事務局　          宛

　　住所：　〒102-0071　東京都千代田区富士見2-7-2　ステージビルディング6階

　　　ＴＥＬ：０３－５２１１－０５４０

　　　ＦＡＸ：０３－５２１１－０５４６

５．申請区分と作成書類一覧

申請区分は、会社単位の企業登録（変更、取消しを含む）及び更新申請及び窓種単位の新規登録申請、変更・追加登録申請、商品情報の変更、販売終了等申請及び再登録申請とし、申請区分における作成申請図書は「表―２」のデータ登録申請図書一覧を参照されたい。

（1） 企業登録：初めてWindEyeに商品（サッシ、ガラス、ブラインド等商品区分を問わず）を登録する際に、申請者（当該商品の製造及び、又は供給者）の企業登録を行う。社名の変更及び企業登録の取消し（WindEyeからすべての商品登録を取り消す場合）も同様。

　会社情報の変更については申請登録変更届を提出し、社名の変更の場合は社名変更を証明する書類を添付すること（登記簿謄本の写しなど）

　　　　　社名変更に伴って各々の商品名称等に変更が生じる場合は別途変更登録申請を提出のこと。

1） 非会員の新規申請企業は、企業の概要（所在地、経歴等）を記した書類又は会社案内等を添付する。

2） 会員、非会員に関わらず申請者、製造者が異なる場合は、申請者の販売代理権が確認できる

　　書類を添付する。尚、様式は申請者の判断によるものとし、特に定めない。

３）企業登録取消し：既登録商品の全てを取り消す場合に行う。

（2） 更新申請：翌年度も引き続き登録・公開を希望する非会員企業は、前年度末までに、更新申請を行う。更新申請を行わない場合は、WindEyeにおける公開を行わない。ただし、最初の登録が10月以降になされた場合は、その年度の翌年度の更新申請は要しない。
（3） 新規申請：商品の区分単位で新規に申請を行う場合（サッシの場合は窓種単位で）に行う。審査の上、登録可能と判断された商品はWindEyeにおいて公開される。ただし、特定需要家向け商品でWindEyeにおける公開を望まない場合は、その旨を様式に則って記す。

（4） 変更・追加申請：商品の区分単位での変更或は追加のある場合（サッシの場合は窓種単位で、構造・仕様の変更やサイズの追加など）に申請を行う。

（5） 取り下げ申請：商品の区分単位で登録を取り下げる場合（サッシの場合は窓種単位）に行う。

（6） 再申請：すでに提出された新規或は変更・追加申請について、記入の訂正、追加等により、改めて申請を行う場合に行う。新規登録にかかるものは新規登録再申請、変更・追加登録にかかるものは変更・追加再申請とする。

（注）申請書類、データ及び審査データについては、公的機関の要請に基づき、その全部または一部を当該機関に開示することがあります。

データ登録申請図書一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表―２


＜書式一覧表の凡例＞

·  ：申請区分毎の該当する内容を新規に作成し申請する。

△　：必要に応じて提出

６． 申請図書作成要領（申込書、計算依頼書、登録申請商品一覧表）

（１）新規申請の場合は、企業登録（会社として初めての場合のみ）（様式３）、申請書（様式1）、計算依頼書（様式５、ただし計算を依頼する場合のみ提出）フレーム登録申請・受付総括表（様式６）、フレーム登録申請明細表（様式７）、構造・仕様説明図（様式１０）を作成する。

（２）企業登録取消し（申請商品全部の取消）の場合は、登録取消申請書（様式２）等を作成する。

（３）追加申請、変更申請、取消申請の場合は、申請書（様式１）及び必要に応じ登録申請商品一覧表（様式７）等を作成する。

（４）データは下図のフォルダ構成で提出すること。よって、個社でのデータの管理方法も下図の通りとすることが望ましい。

ＷｉｎｄＥｙｅ申請データのフォルダ管理・提出方法


７．　企業登録　及び覚書

（１）新規申請企業は、「様式３」に記入して提出する。

【記入例－１】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「様式３」


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成○○年○○月○○日
一般社団法人　リビングアメニティ協会　殿

 　「WindEye」へ仕様の登録を申請します。

　　登録申請した商品が公表された後は、申請書類に示された構造・仕様に基づき

製造します。

〒 □□□－□□□
住　所 ○○県□□市○○町・・・

申請者 会社名 ○　○　○　株 式 会 社                          
代表取締役

                             氏　名  　○　○　太　郎



	    eq \o\ad(連絡担当者,　　　　　　)
所   　属

役   　職

氏   　名

電   　話
Ｅ－mail
	○○部○○課

○○課長
□　□　二　郎

○○－○○○○－○○○○

abc@def.gh.com

	備考
	


８．　計算依頼書

（１）自社でモデル計算できない申請企業は、「様式５」委任状の所定の箇所に記入して提出する。

【記入例－２】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「様式５」


計算依頼書
私儀、一般社団法人　リビングアメニティ協会会長　○○○○　殿を

代理人と定め、下記の権限を委任します。

記

当社製品の熱性能計算の実施及びWindEye

登録申請に関する件。

平成○○年○○月○○日


会　社　名　○　○　○株 式 会 社

代表取締役　氏名　○　○　太　郎

· 別途必要書類（物性値等）を提出していただきます。

９．　フレーム登録申請・受付総括表

（１）申請する商品について、フレーム登録申請・受付総括表を
「様式６」【記入例－３】にて作成する。

（２）表中の黄色で塗られた部分のみ記入する。（その他は事務局記入欄）

（３）窓種とは、「会社」「商品シリーズ」「窓種階層①～⑥」「仕様」の組合せによるものとし、同一の
組合せは登録申請できない。

（４）審査断面とは、様式９Ｂで黄色に塗られる断面タイプのことをいう。

【 記入例－３ 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「様式６」

フレーム登録申請・受付総括表

[image: image1.emf]様式６

※（事務局記入欄）

ＡＬＩＡ受付日 ＢＬ渡し日 ＢＬより受取日 審査委へ提出日 審査委より受取日 Ｗ・Ｅ登録日 請求発行月 入金月日

窓・ドア種計 審査断面数 手数料計

新規 0 0

※ 受付年月日 変更 0 0

追加 1 15

※ 受付Ｎｏ．

商品情報の変更

-

販売終了等 -

計 1 15

申請会社名

社名登録 有 無

申請者 社名変更・取り下げ 有 無

変更申請 有 無

〇 〇 〇株式会社

○ ○　二 郎



WindEye フレーム登録申請・受付総括表


１０．フレーム登録申請明細表

（１）申請する商品について、フレーム登録申請明細表を「様式７」【記入例－４】にて作成する。

（２）商品名（シリーズ名）が変更になった場合は、「申請内容」欄に旧商品名から新商品名に
変更になったことを記入する。WindEyeに登録されている商品名・開閉形式に変更が無い
場合は記入不要とする。

（３）構成タイプとは、窓を構成する断面タイプの集合体のことをいい、その組合せが同一のものを１つの構成タイプとする。一般的に、同一窓種でありながらも窓のサイズが変わると断面が変化する場合があり、構成タイプが複数存在することがある。
構成タイプ数は様式９Ａの値と同じ値を記入する。

（４）申請断面数は審査断面数を記入する。（ガラス選択済み製品の場合は、ガラスモデルも含める）
【 記入例－４ 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「様式７」



１１． サッシ構造・仕様説明図の作成要領

（１）構造・仕様説明図は、縦・横断面図は構成タイプ毎に1枚作成し提出する。

（２）構造・仕様説明図は「様式１０」にて作成する。

（３）構造説明図はＡ３版で断面図の縮尺１／２で作成しＡ4版に縮小したものを書類とＰＤＦデータで提出する。ＰＤＦデータのファイル名は図番とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「様式１０」






（４）①には、表－1の②～⑥に該当する種類名を記入し、この番号に対応する12桁の数字（ＨＰのＩＤリストの階層①～⑥）を記入する。（同一窓種で部材構成違いの場合は同一の記載となる）

　　　　「例:（引き形式）引違い(単体)2枚引きマド半外付/2x4枠アングル付：010101010101」

（５）②の変更理由欄には、構造・仕様説明図の追加、変更、取消の理由を記入する。

（６）③の欄には、商品名又は複数商品名がある場合は代表商品名を記入する。

（７）④の欄には、アルミ、アルミ熱遮断、アルミ樹脂複合、アルミ木複合、木、樹脂、スチール、

ステンレス、その他、の中から主構成材料の材質を選択し記入する。

（８）⑤の欄には、表－1②の対象とする種類の開閉形式（品種）を記入する。

（９）⑥の欄には、構造・仕様説明図番号を記入し、⑦の欄には部品の変更や型材の変更など

　　　の場合、変更履歴（変更記号と変更月日）を記入する。

■図面番号の付け方を下記に示す。

○○－△△△△△△
　　　　　　　　　　　　　　　各社でユニークな記号（桁数やハイフンの制限なし）

　　　　　　　　　　　　　　  会社ID（2桁）　※（新規申請時に取得）

（例）⑥⑦の欄の記入例　

	　図 番
	00-5WS-001
	Ａ
	2011

	
	
	
	1001


　（10）⑧には計算に用いた材料名及び熱伝導率を記入する。（申請要領の値を引用する）

　　　　※⑧に記載のない物性値を計算で用いてないか確認する

　　　　※各種材料の熱伝導率はJIS A 2102-2:2011 付属書Aを参照しています。ここに記載のないものは、

付属書に掲載されている値を用いて計算してください。その際には、その物性値を用いた根拠を

説明する文章を添付してください。書式は自由です。

（例：実際はAESだが申請および計算はABSを用いた。選択理由：化学構造が類似しているため）

（11）断面詳細図には、枠見込寸法、枠見付寸法、フレーム見付寸法（枠＋障子）、伝熱開口Ｈ、

　　　内法ｈ、伝熱開口Ｗ、及び内法ｗを記入する。

　　（12）　⑨は備考欄として、同種の製作範囲内の部材構成No.を記入する。　例：「部材構成No.1」

　　　　※部材構成No.は同一窓種（表-１①～⑥で同一グループ）の構成違いを分ける番号を言う。

部材構成No.は1,2,3･･･やA,B,C･･･など記載方法は自由とする。

また、同一窓種でありながら、障子の仕様が異なる等の特殊仕様はこの欄に文字記入する。
その他以下のことに注意して作図する。
※校正パネル厚さを必ず1ヶ所寸法記入すること。
※全ての部材にどの材質が使われているかわかるように材質番号を風船（①②･･･）で記入すること。
１２．　Ｗｅｂ公開用図面

WindEyeで計算対象とした断面を確認するため、WindEyeに公開用の構造断面図面を登録する。フォーマットは特に定めないが、構成タイプごとに断面構成が容易に判断できるようにＣＡＤで作図すること。必ずしも躯体に納まっていなくても良く、構造・仕様説明図を適宜流用しても構わない。

提出はＰＤＦデータとし、ファイル名は各社で任意に設定できる。

１３．　登録用窓種別性能データ

登録申請する窓種ごとに、以下（１）～（５）のシートが１つになったファイル（様式９）を記入し提出する。ファイルはALIA公開の最新のものとし、ファイル名は以下とする。

会社ID（２桁）-商品シリーズID（30桁以内）-窓種コード（12桁）-特殊仕様コード（2桁）

　 例：04-ACK5-010101010101-00.xls

（１）製作範囲DB
【記入例 －５】製作範囲ＤＢデータ　　　　　　　　                      【様式９Ａ】


[image: image2.emf]会社名 様式　９Ａ

会社名（ID）

商品シリーズ

商品シリーズ（ID）

窓種

仕様名称

仕様(ID)

フレーム材質

構成タイプ数

備考欄

非公開

登録条件

ガラスＩＤ

ガラスＩＤ２

構成Type Web公開図面ファイル名 接点数 X1 Y1 X2 Y2 X3 Y3 X4 Y4 X5 Y5 X6 Y6

30桁以下の半角英数（各社ユニーク記号）

12桁6階層

AABBCCDDEEFF

仕様(ID)で01～ZZと記入した場合の判別できる仕様名称を記入します。（フレーム製品選択時及び計算結果に表示されます）



特殊な仕様でない場合は仕様（ID）欄に「00」を記入する。窓種IDの12桁記号で表現できない特殊な仕様

がある場合は、各社管理の基、自由に「01～ZZ」の2桁記号を入れ、下の仕様名称欄にユーザーが判断で

きる仕様名称を記入する。（フレーム製品選択時及び計算結果に表示されます）

備考項目がある場合、ここに記載する（製品選択時に表示されます）

通常の公開申請時は「t」、非公開申請時は「c」を記入する。

一般窓「1」を入力してください。

特定窓は「５」


・会社名は（株）（有）を除く。

・会社名(ID)は、ALIA新規申請時に各社固有のコードを取得できるので、そのコード（2桁）を半角で記入する。

・商品シリーズ名は、WindEye画面に表示される商品シリーズ名を全角で記入する。

・商品シリーズIDは、各社自由にコード（1～30桁）を半角英数で記入する。

・窓種は、様式９のＩＤ参照シートの階層①～⑥のコード（12桁）を半角で記入する。

・窓種の階層⑤は、二重窓の木造用は「06」、二重窓の非木造用は「16」を記入する。

・窓種の階層⑥は、一般窓の木造用は「01」「02」、一般窓の非木造用は「02」「03」「04」から選択し、二重窓は「05」を記入する。

・窓種(ID)12桁では表現しきれない特殊な仕様がある場合は仕様名称の記入欄に「○○障子」等の名称を記入し、
仕様(ID)欄に各社管理で自由に2桁記号（01～ZZ）を記入する。※特殊仕様がない場合は、仕様(ID)欄に「00」と記入する。

・フレーム材質は様式９のＩＤ参照シートのコード（2桁）を半角で記入する。

・構成タイプ数は同一窓種の製作範囲内に存在する構成タイプ数を記入する。

・非公開欄には、当該の窓種を一般公開する場合は「t」、公開を希望しない場合は「c」を記入する。パスワードが各社１つ発行され、公開を希望しない窓種はパスワードを知り得る者のみが計算できる。登録後、公開方法を変更する場合は商品情報の変更を申請する。

・登録条件欄には、一般窓「1」、カバー工法による改修窓「2」、一般窓と改修窓の兼用「3」、内窓設置による二重窓「4」、ガラス選択済み一般窓「５」を記入する。

・登録条件がガラス選択済み一般窓「５」の際には、ガラスIDを記載する。

・構成Type欄には、窓構成がわかるように半角英数30桁以下で自由にコードを記入する。右側に接点数を記入し、その範囲の各接点座標（整数）を最小ＷＨ寸法から右回りで（Ｘ1，Ｙ1）⇒（Ｘ2，Ｙ2）・・・（Ｘn，Ｙn）で記入する。接点数ｎは最大２０までとし、隣接する構成範囲との境界は必ず1mmどちらかをずらして記載し寸法の重なりのないように記入する。

・構成タイプ数は最大３０までとする。表の行数が足りない場合は行を追加できる。

・web公開用図面ファイル名は拡張子（.PDF）を含めて記入する。

・窓種の製作範囲がわかるグラフ（図・表）を添付する。製作範囲の境界に曲線が含まれる場合は適宜直線近似する。

・その他、特寸製作範囲等、Web上で公開して欲しいコメントがあれば、備考欄に記入する。

制作範囲ＤＢ 様式９Ａ-ＷＨ

・連窓において、左右のＷサイズを個々に設定できる、段窓に置いて上下のＨサイズを個々に設定できる窓種に登録する際には様式９Ａ－ＷＨも記載して提出する。このシートに記載する制作範囲は、2つの窓それぞれ単独での大きさについて、(w1, H)については「新設の構成TypeWH1」へ範囲を記載、(W - w1, H)については「新設の構成TypeWH2」へ範囲記載を行います。
・制作範囲のみの変更の場合、様式９A、及び様式９A-WHのみの記載が可能です。
その際には、様式９C以降のデータ審査は省略が可能となります。記載方法として、様式右上の「様式９A」下のセルに「製作」のフラグを立ててください。
（２）構成TypeDB
【記入例 －６】構成ＴｙｐｅＤＢデータ　　　　　　　                      【様式９Ｂ】

	フレーム構成DB
	仕様・構造説明図No

	構成タイプ
	断面位置
	断面タイプ
	

	AAAAAD
	1
	AAAB-06
	L.pdf

	　
	2
	AAAB-07
	

	　
	3
	AAAB-08
	

	　
	4
	AAAB-09
	

	AAAAAE
	1
	AAAB-06
	LI.pdf

	　
	2
	AAAB-07
	

	　
	3
	AAAB-08
	

	　
	4
	AAAB-09
	


（様式９Ａ）の構成Typeがどの部材で構成されているか分かるように、（様式９Ｂ）に計算結果csvファイル名を断面タイプ名として記入する（拡張子(.csv)は入れない）。窓種内で兼用している部材を確認することを目的として、表の上の行から新規で発生する断面タイプ名のセルを黄色で塗る。新規部材の判断は申請する窓種毎で行う。

（ただし、ガラス選択済み一般窓については、断面が同じであってもファイル名を兼用する事は出来ない。
ファイル内容は同じであっても構わないが、ファイル名を異なるものにする必要がある。なお、同一断面を識別するために、新規断面のみ黄色とする）
【記入例－６】は引違い窓（単体）２枚引きのため、窓の構成部材は7断面で１つの窓を構成する。6つの構成タイプの全42断面のうち、黄色が塗られている部分が新規となるので、15断面が新規部材、その他の27断面はこの部材を兼用していると判断できる。

窓を構成する断面位置No.（ここではNo.1～7）は窓種毎に決まっている。詳細は「TB2D/BEM マニュアル 資料編」を参照のこと。
（３）断面TypeDB
【記入例 －７】断面ＴｙｐｅＤＢデータ　　　　　　　                      【様式９Ｃ】


（様式９Ｃ）は（様式９Ｂ）で黄色に塗られた新規部材のデータ一覧表である。

・断面タイプには、構成TypeDBで黄色に塗られた断面タイプ名を上から同じ順序で記入する。
・フレーム見付寸法は伝熱開口Ｗ，Ｈ寸法からフレームのエッジまでの寸法とし、計算結果データ(.csv)の値を記入する。寸法の設定方法は「JIS A 2102-1 4.4 窓面積」「TB2D/BEM マニュアル」を参照のこと。

・フレーム見付寸法が0.00[mm]の場合は0.00001[m]と記入する。
・アクリルドームの計算を行う場合は、熱伝達抵抗を０．１４（内：０．１、外：０．０４）にて計算する。
・Ｕｆ値は計算結果データ(.csv)に算出された値を記入する。

・伝熱開口補正寸法とは、木造用は外法Ｗ,Ｈ寸法が伝熱開口Ｗ,Ｈ寸法になるが、非木造用は内法ｗ,ｈ寸法を用いることが一般的であるため、非木造用の内法寸法を伝熱開口寸法に補正するための寸法のことをいう。よって、木造用は「0」を入力し、非木造用は内法から伝熱開口(外法)までの寸法差を記入する。非木造用の伝熱開口寸法の設定方法は「TB2D/BEM マニュアル 第Ⅱ編 2.1.5」を参照のこと。

・非木造用のカバー工法による改修窓の伝熱開口補正寸法は下表の値を記入する。

表　非木造用カバー工法の伝熱開口補正寸法　（単位　ｍ）
	部位
	引違い窓
	開き窓

	上部
	0.030
	0.020

	下部
	0.045
	0.020

	縦部
	0.025
	0.020


・内窓設置による二重窓の伝熱開口補正寸法は「0」を記入する。

・外部露出長さの記入は不要である。

（４）接合部TypeDB　様式９D
接合部ＴｙｐｅＤＢは、ガラスと窓フレームの補正線熱貫流率を登録するためのものです。

（ガラス選択済み一般窓の登録の際にのみ提出）


[image: image3.emf]様式９D

接合部TypeDB　様式９D

断面タイプ 見付寸法

ガラスモデ

ル値



Ｕg値 Ｕg値２ Ｕｆ値 伝熱開口補正寸法

[m] [W/(m1･K)] [W/(m2･K)] [W/(m2･K)] [W/(m2･K)] [m]

RS_1 0.078000 7.238150 1.163006 0.000000 1.2920 0.0000

RS_2 0.054000 6.566450 1.163006 0.000000 1.2380 0.0000

RS_3 0.078000 7.238150 1.163006 0.000000 1.2920 0.0000

RS_4 0.054000 6.709250 1.163006 0.000000 1.3760 0.0000

RS_5 0.081000 7.790050 1.163006 0.000000 1.6070 0.0000

RS_6 0.054000 6.640150 1.163006 0.000000 1.3340 0.0000


・断面タイプは、開閉形式に応じた数量が必要となります。（表：開閉形式別必要数参照）
・見付け寸法は、様式９Ｃと同じとなる。

・ガラスモデル値は、ＴＢ２Ｄ／ＢＥＭで計算された値を記入する。

・Ｕｇは、ＷｉｎｄＥｙｅに登録されているガラスの熱貫流率をＷｉｎｄＥｙｅからガラスＩＤを取得する際に確認し、記載する。なお、Ｕｇは上下でガラス種類が異なる場合などＵｇ２を登録する。（Ugは6桁目まで記載する）
・Ｕｆは様式９Ｃと同じとなる。
  表：開閉形式別の必要数（フレームＩＤ０５は登録対象外）
	フレームＩＤ
	必要データ数（ψ数）

	０６０１０３・・・・・・・
	９

	０１・・・・・（０１０１０２、０１０１０６を除く）

０８
	７

	０１０１０２・・・・・・

０１０１０６・・・・・・
０６０１０２・・・・・・
０９・・・・・・・・・・
	６

	０３・・・・・・・・・・
０６０１０１・・・・・・
	５

	０２・・・・・・・・・・

０４・・・・・・・・・・

０７・・・・・・・・・・

１０・・・・・・・・・・
	４


（５）勝手口ドア、勝手口引戸 腰パネル登録ＤＢ  様式９E

  勝手口ドア 勝手口引戸 腰パネル登録ＤＢは、框ドアの腰パネルに用いられる不透明断熱パネルの情報を登録するためのものです。

  框ドアで腰パネル付を登録する際のみ提出する必要があります。

登録項目は、パネル表面材質、厚み、基材の材質、厚み、断熱材のＪＩＳ等級、厚み、及びパネルの高さ寸法Phとなります。（高さ寸法Phは参考値として引用される寸法となります）


[image: image4.emf]様式９E

パネルデータ

構成タイプ パネル表面材パネル表面材厚み 基材 基材厚み EPSのJIS等級 EPSの厚み Ph

AAAAAA 1 0.3 1 1.5 1 20 700

AAAAAB 1 0.3 1 1.5 1 20 800

１：アルミ、

２：鋼板

[単位：ｍｍ] １：ポリプロピレン[単位：ｍｍ]

１：特級、

２：1級、2級

３：3級

４：4級

[単位：ｍｍ] [単位：ｍｍ]

様式９Aで指定した構成タイプに対し、それぞれのパネル情報の登録をします。
１４．　モデル化前1/1部材断面図

（１）モデル化前1/1部材断面図は窓種ごとに、新規の断面(審査断面)につき1枚作成しPDFで提出する。

（２）PDFファイル名は図番とする。

（３）フォーマットは特に設けないが、作成例に準じて必要項目を記載して作成する。

（４）PDFデータはモデルデータと照合するため、断面がはっきりと認識できる解像度で作成すること。
＜作成例＞

・モデル化に必要な以下の情報の寸法・角度等を記入する

> 隅角部

> 外壁想定線31mmの位置

> 密閉空気層・半密閉空気層の判断寸法

> 最大パネル厚さ

> その他、モデルの外形が分かる寸法

・代表商品名には商品シリーズ名を記入する

・開閉形式にはＨＰのＩＤリストの階層②を記入する

・図番は断面タイプ名称を記入する

・部位名は分かりやすい名称を記入する

・ガラス選択済み一般窓の場合、パネルモデル図はガラスモデル図を兼用としても良い。
１５．　届出を要する事項

会社情報の変更　　会社名、申請者住所、代表者、連絡窓口担当者、顧客窓口（URL）変更の場合は、「様式４」に該当箇所を記入のうえ、都度事務局へ届け出を行うこと。
【記入例－１５】届出書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

	申請登録に関する変更届
平成○○年○○月○○日
一般社団法人リビングアメニティ協会　殿
「ＷｉｎｄＥｙｅ」へ申請登録済み図書に、以下の変更がありましたので届出いたします。

住  所 ：〒□□□－□□□ ○○県□□市○○町・・・
　　　　　　　　　　 会社名 : ○ ○ ○ 株 式 会 社　　印
　　　　　　　　　　　氏　名 ： 役　職　○ ○ 太 郎　　印


	項　目
	変更前
	変更後

	社名、住所等
	
	

	連絡窓口

担当者
	○○部○○課
□ □ 二 郎
電話：00－000－0000
FAX ：00－000－0000
E-mail：abc@def.gh.com
	○○部○○課
□ □ 一 郎
電話：00－000－0000
FAX ：00－000－0000
E-mail：abc@def.gh.com

	備　考
	


　　　※申請者は申請会社の部門責任者または、社長とする。
１６．申請データ提出要領

（１）表―２の「データで提出」に該当するデータをＣＤあるいはＤＶＤで提出する。

・ＤＡＴもしくはＴＸＴファイル（計算モデル）

・ＣＳＶファイル（3種類の計算結果）

・ＯＵＴファイル（計算過程確認用）

・ＰＬＴファイル（計算結果・温度コンター用）

・ＰＤＦファイル（モデル化前１／１部材断面図、構造・仕様説明図、Ｗｅｂ公開用図面）

・excelファイル（様式９：登録用窓種別性能データ）

（２）フォルダの構成は４ページの「WindEye申請データのフォルダ管理・提出方法」の通りとする。

（３）excelファイル（様式９：登録用窓種別性能データ）は、内容に不備が無いか「データファイルチェックプログラム」で必ず確認してから提出すること。

（４）ＣＤあるいはＤＶＤの表面には、会社名、商品シリーズ名、申請日を明記する。

１７．申請図書提出要領

（１）申請図書は１部作成しファイル綴じで提出する。
（２）提出する申請図書は全てＡ４判とする。

（３）ファイルの種類

・Ａ４－Ｓ（タテ）コクヨ　フラットファイルと同程度とする、ファイルの色は特別指示のない場合はピンク色とする。

（４）ファイルの表紙と背に「サッシ熱性能登録申請図書」、申請年月日、会社名を記載する、申請年月日は申請募集締切日（毎月10日〆切り）を記入する。

（５）申請図書のファイリング方法

１）３頁の表－２「登録申請図書一覧表」のフレーム登録申請・受付総括表、覚書、データ登録申請書順に綴じ、続いて窓種別作成図書を、窓種毎に、構造・仕様説明図、その他の書類をファイリングする。

２）構造・仕様説明図は、フレーム登録申請明細表のリスト順にファイリングする。

３）申請区分毎（追加、変更、取消）に仕切りを入れファイリングする。

４）窓種別作成書類は種類毎に仕切りを入れインデックスをつける。

（６）枝分冊する場合

・綴じ納まらない場合は枝分冊とし、「　－算用数字」で表現する。

　　　　　　■表紙（ファイル）の表示

　　　　　表紙及び背表紙（ファイル）には以下の様式で表示を記載する。

　　　　　　　　　　　＊表紙（上）　　　　　　　　　　　　　　　＊背表紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ファイルの場合）




· 表紙（下）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

注１：ファイルはＡ４判（縦）

注２：提出申請書類は全て図面はＡ４サイズとする。

１８. 申請に要する費用
（１）初期登録費用(企業登録)：初回のみ

ＡＬＩＡ会員会社　　　　　： 30,000円（税別）

　　　　　　※賛助会員（６口以上で会員と同等、６口未満は非会員と同等）以下同じ
非会員（会社）　  ：100,000円（税別）
（２）審査登録費用

１）窓種登録（窓種にてカウント）　

　　　　　　　　　　　会員：4,500円（税別）　

                    非会員：9,000円（税別）    

　　２）部材断面登録　　

　　　　　　　　　　　会員：2,500円（税別）

                    非会員：5,000円（税別） 

　　３）更新料（毎年度単位で変更の有無に関わらず）

　　　　　ＡＬＩＡ非会員　　50,000円（税別）
（ただし、平成28年度以前の制度における3年単位による更新が終了後より適用）
　　４）ＡＬＩＡでの計算代行

　　　　　自社でサッシフレーム計算を行えない場合には、ＡＬＩＡにて計算の代行を行います。

　　　　　実施方法は、ご相談させていただきます。

５）二重窓の木造用と非木造用の断面が同一で両者を登録する場合（一方に限る）、審査登録費用２）は下記の如く定める。

・部材断面登録




会員：  800円（税別）

                      非会員：1,600円（税別）
    ６）再審査
 申請書の、あるいは申請データに不備が有り修正指示が有った場合は再審査料として部材断面登録費を、修正回数分いただきます。
（３）申請区分、社名の取消、会社情報の変更、商品情報の変更、販売終了等は申請審査費用を不要とする。
（４）上記費用の支払については、申請図書の審査終了後、当協会より請求とする。
（５）上記費用振込先

りそな銀行 　　　赤坂支店 （普）口座番号　４６１１０１　
口座名 　シャ）リビングアメニティキョウカイ

１９. 問合せ先
申請方法及び技術的な問い合わせは、Ｅメールで下記までご連絡ください。

なお、ご回答までには時間を要することがあります。
連絡先：一般社団法人 リビングアメニティ協会　事務局

Ｅ-mail：http://www.alianet.org/ ご意見　宛
以上
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Sheet1

														様式９D ヨウシキ

		接合部TypeDB　様式９D

		断面タイプ ダンメン		見付寸法 ミツケ スンポウ		ガラスモデル値
 チ		Ｕg値 チ		Ｕg値２ チ		Ｕｆ値 チ		伝熱開口補正寸法 デンネツ カイコウ ホセイ スンポウ

				[m]		[W/(m1･K)]		[W/(m2･K)]		[W/(m2･K)]		[W/(m2･K)]		[m]

		RS_1		0.078000		7.238150		1.163006		0.000000		1.2920		0.0000

		RS_2		0.054000		6.566450		1.163006		0.000000		1.2380		0.0000

		RS_3		0.078000		7.238150		1.163006		0.000000		1.2920		0.0000

		RS_4		0.054000		6.709250		1.163006		0.000000		1.3760		0.0000

		RS_5		0.081000		7.790050		1.163006		0.000000		1.6070		0.0000

		RS_6		0.054000		6.640150		1.163006		0.000000		1.3340		0.0000

		RS_7		0.099000		14.134150		1.163006		0.000000		1.8700		0.0000








Sheet1

		会社名 カイシャメイ																								様式　９Ａ ヨウシキ

		会社名（ID） カイシャメイ

		商品シリーズ

		商品シリーズ（ID）

				

田代　達一郎: 30桁以下の半角英数（各社ユニーク記号）		窓種 マド シュ

				

田代　達一郎: 12桁6階層AABBCCDDEEFF		仕様名称 シヨウ メイショウ

				

田代　達一郎: 仕様(ID)で01～ZZと記入した場合の判別できる仕様名称を記入します。（フレーム製品選択時及び計算結果に表示されます）
		仕様(ID) シヨウ

				

田代　達一郎: 特殊な仕様でない場合は仕様（ID）欄に「00」を記入する。窓種IDの12桁記号で表現できない特殊な仕様がある場合は、各社管理の基、自由に「01～ZZ」の2桁記号を入れ、下の仕様名称欄にユーザーが判断できる仕様名称を記入する。（フレーム製品選択時及び計算結果に表示されます）		フレーム材質 ザイシツ

		構成タイプ数 コウセイ スウ

		備考欄 ビコウ ラン

				

田代　達一郎: 備考項目がある場合、ここに記載する（製品選択時に表示されます）		非公開 ヒコウカイ

				

田代　達一郎: 通常の公開申請時は「t」、非公開申請時は「c」を記入する。		登録条件 トウロク ジョウケン

				

情報システム統括室: 一般窓「1」を入力してください。
特定窓は「５」		ガラスＩＤ

		ガラスＩＤ２



		構成Type コウセイ		Web公開図面ファイル名 コウカイ ズメン メイ		接点数 セッテン スウ		X1		Y1		X2		Y2		X3		Y3		X4		Y4		X5		Y5		X6		Y6
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